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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

実績

上半期 下半期 通年 評価

目標 事業実施 事業実施 計画の実施

目標・目的
学校・家庭・地域が一体となり、地域ぐるみで児童・生徒の心身の健や
かな育成を図ります。また、地域の教育資源を生かした様々な教育活動
をとおして、より質の高い学びの実現を図ります。

事業内容

「茅ヶ崎市教育基本計画」に基づき、学校支援・地域連携事業等を生か
した地域との連携を軸にした教育活動の実施、及びふれあい教育推進事
業、中学校部活動指導協力者の派遣、読書活動協力者の派遣、学校運営
協議会（コミュニティ・スクール）の活用を推進します。

活動指標 計画の実施

学校教育指導課指導担当

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 学校支援・地域連携事業

取組方針

【２】学校教育の充実

 (1) 地域の教育資源を活用した教育活動の推進
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

実績

上半期 下半期 通年 評価

目標 － － １０回

目標・目的

　未来を担う子どもたちの学びをより豊かなものにしていくため、国の
ＧＩＧＡスクール構想に基づき、市内の全小・中学校に整備したＩＣＴ
環境を効果的に活用した学習活動を展開できるよう、教職員の指導力の
向上を図り、児童・生徒の「情報活用能力」を育成します。

事業内容

　教職員に対して、児童・生徒の個別最適な学びと協働的な学びの充実
を図るため、１人１台端末等のＩＣＴを活用した指導力向上のための研
修を行います。電算化した学校図書館について、蔵書検索や児童・生徒
の読書量の実態把握等、１人１台端末を生かした学校の情報拠点として
の活用を図ります。また、家庭と学校を結ぶツールとして、１人１台端
末を活用し、学校教育のＤＸ化を推進します。

活動指標 教育委員会による教職員に対する研修実施回数

学校教育指導課指導担当

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 GIGAスクール構想事業

取組方針

【２】学校教育の充実

 (4) ICT環境を活用した学習活動の推進
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

実績

上半期 下半期 通年 評価

目標 10人 １０人 －

目標・目的

　青少年が直面するさまざまな相談に対応し、青少年の健全な育成を目指しま
す。
　激しく変化する社会を反映して複雑化・多様化する相談に適時適切に対応し、
児童・生徒、青少年を支援します。

事業内容

　青少年教育相談として、電話相談や面接（来所）相談等、相談者一人一人の実
情に応じて各種相談を提供します。
　不登校、またはその傾向にある児童・生徒への支援としてあすなろ教室を運営
し、通室生の学校復帰や社会的自立を支援します。
　複雑化・多様化する相談に適時適切に対応できるよう、スーパーバイザーの指
導・助言を受けながら相談員の資質向上に努めます。

活動指標 相談員の人数

教育センター　青少年教育相談担当

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 青少年教育相談事業

取組方針

【２】学校教育の充実

 (3) 青少年教育相談の充実
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

実績

上半期 下半期 通年 評価

目標 ３２人 ３２人 －

目標・目的
　各小・中学校に「心の教育相談員」を配置し、児童・生徒が安心して学校生活
を送ることができるよう支援するとともに、組織的な支援を行えるよう学校相談
体制の充実を図ります。

事業内容

　心の教育相談員が、話し相手や相談相手となり、児童・生徒の心の安定を図る
とともに、不登校傾向にある児童・生徒に対応します。
　校内においては必要に応じて管理職や教職員と、中学校区連絡会では中学校区
内の小・中学校間の情報共有等を通して組織的な支援のための連携に努めます。
　複雑化・多様化する児童・生徒からの相談等に対応できるようスーパーバイ
ザーを講師とした研修会を実施し、心の教育相談員の資質向上に努めます。

活動指標 心の教育相談員の人数

教育センター　青少年教育相談担当

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 心の教育相談事業

取組方針

【２】学校教育の充実

 (3) 青少年教育相談の充実
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

実績

上半期 下半期 通年 評価

目標 事業計画・実施 － －

目標・目的
子どもたちがＩＣＴ機器に慣れ親しむ一方、ＳＮＳによるトラブルなど新たな社
会問題となっていることを踏まえ、ｅスポーツを活用しながらデジタルリテラ
シーについて親子で理解を深めることを主な目的とします。

事業内容
eスポーツやデジタル機器操作の体験、デジタルリテラシーについて親子で学ぶ
ことができるコーナーなどを設けた学びのイベントを「茅ヶ崎eフェス２０２５
夏」と題して開催します。

活動指標 事業計画・実施

社会教育課　社会教育担当

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 茅ヶ崎eフェス２０２５夏

取組方針

【１】家庭における青少年育成への支援

(1)正しい知識の普及と学習機会の充実

イ　親子事業　※【1】-(1)を選択した場合のみ
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

実績

上半期 下半期 通年 評価

目標 事業計画・実施（６回）
事業実施（３回）・次

年度事業計画検討
事業計画・実施（９回）

目標・目的
　茅ヶ崎の自然や歴史・文化に関する資料や情報を活用し、茅ヶ崎の魅力の発見
や愛着と誇りの醸成を図ります。

事業内容

　子どもたち（主に小・中学生）を対象に、学芸員が博物館の収蔵資料や情報を
素材に、標本づくり、まが玉づくり、古代のゲーム体験などのワークショップを
実施します。
　ワークショップの実施にあたっては、調査研究・収集保管・教育普及という博
物館の根幹事業や人員体制とのバランスを考慮します。

活動指標 事業計画・実施

社会教育課　博物館

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 子どもワークショップ

取組方針

【３】地域社会の健全育成機能の強化及び社会教育の充実

(4) 青少年の健全育成のための地域活動等の充実
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

実績

上半期 下半期 通年 評価

目標 14回 反省会１回 -

目標・目的

夏休みの子どもの居場所づくりとして共働き家庭の支援をするとともに、生活す
る上で重要な「食＝生きる力」を養う。また、異学年の小学生や地域の大人ボラ
ンティアとの多世代交流を図ることで、大人の生きがいづくりや顔の見える地域
力向上に寄与する。

事業内容

小学校の夏休み期間中、地域協力団体と一緒にお昼ご飯の調理実習をする。
使用する野菜は、公民館敷地内にある畑を活用する。その畑の世話は、市社協、
包括支援センターさざなみ、公民館の３者が協力し、地域の大人ボランティアを
募集し担ってもらう。

活動指標 事業実施回数

社会教育課　小和田公民館

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 夏休みこわだ子どもキッチン

取組方針

【１】家庭における青少年育成への支援

(2)放課後等の青少年の居場所づくりの充実
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

実績

上半期 下半期 通年 評価

目標 事業計画 実施 1回

目標・目的
・障がい者対象の事業を実施し、学びの機会を創出すること
・主催事業への参加を通して、地域の障がい者が公民館を気軽に過ごせるサード
プレイスと認識してもらうこと

事業内容
鶴嶺公民館の近隣小学校支援級及び茅ケ崎支援学校の児童とその家族を対象に、
音楽に合わせて楽器でリズムをとったり、体を動かしたりして表現活動を行う。

活動指標 事業実施回数

社会教育課鶴嶺公民館

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 子どももおとなもみんなで音あそび

取組方針

【１】家庭における青少年育成への支援

(1)正しい知識の普及と学習機会の充実

イ　親子事業　※【1】-(1)を選択した場合のみ
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

実績

上半期 下半期 通年 評価

目標 事業計画・実施 事業計画・実施 －

目標・目的
　地域のボランティアの協力を得て、子どもたちへ様々な体験の機会や必要な知
識を提供します。また、子どもたちの自主性を育てる内容等を盛り込みます。
　社会の状況に合わせて、開催方法について適宜対応しながら実施します。

事業内容
　季節に合わせた工作等の事業を地域の関係団体の協力を得ながら実施します。
　社会の状況に合わせて、開催方法を検討しながら実施します。

活動指標 　事業計画・実施

社会教育課　松林公民館

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 子どもの広場

取組方針

【１】家庭における青少年育成への支援

(1)正しい知識の普及と学習機会の充実

ウ　子ども事業　※【1】-(1)を選択した場合のみ
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

実績

上半期 下半期 通年 評価

目標 ６回 3回 9回

目標・目的
小学生を対象に学区や学年を越えた交流の場を提供し自発性、社会性を育むとと
もに、新たな事業も取り入れていくことで子どもたちへの学習機会の提供を増や
していく。。

事業内容
小学生向け工作、工場見学、お菓子作り、調理等の他に、博物館見学やマジック
教室も開催し、子どもの考える力や発想力、ともに協力する力を育む一助としま
す。

活動指標 事業実施回数

社会教育課　南湖公民館

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 子どもの広場

取組方針

【１】家庭における青少年育成への支援

(1)正しい知識の普及と学習機会の充実

ウ　子ども事業　※【1】-(1)を選択した場合のみ
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

上半期 下半期 通年 評価

目標 5回 6回 11回

実績

目標・目的

地域社会が抱えている問題や注目されている話題等について、参加する子どもた
ちの興味や関心に基づきテーマを設定することで、自発的な探求心や思考力、実
践力を伸ばしていくことを目的とします。活動を通して異なる学校、学年の子ど
もや一緒に参加する地域の大人たちとの交流を深めるとともに、今後の公民館に
おける様々な活動に参画してもらうきっかけづくりの場とします。

事業内容
子どもたちが主体となり、他のメンバーやスタッフの大人たちと話し合いなが
ら、住んでいる地域の課題や自分たちが学びたいことをテーマとして、幅広く体
験・学習します。公民館まつりや地域のイベントで活動の成果を発表します。

活動指標 事業計画・実施

社会教育課　香川公民館

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 レッツ！トライ！ボランティア！！２０２５

取組方針

【３】地域社会の健全育成機能の強化及び社会教育の充実

(4) 青少年の健全育成のための地域活動等の充実
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

実績

上半期 下半期 通年 評価

目標 80% ー 80%

目標・目的
　地域の青少年リーダーであるジュニアリーダーとして必要なスキルや知識、ボ
ランティアスピリットを身に付け、ジュニアリーダーとして活動できるよう養成
を行う。

事業内容

　全６回の養成講座の中で、ジュニアリーダーとしての心構え、子ども会派遣の
際などに活用するゲーム、レクリエーション指導の方法、活動中の危険予知につ
いて学ぶ。これらの知識、技術についての研修を通して、同年齢である養成講座
受講者や講師とのコミュニケーションを行い、社会性、協調性を身に付けます。

活動指標 ジュニアリーダーズクラブ登録率

青少年課　育成担当

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 ジュニアリーダー養成講座

取組方針

【３】地域社会の健全育成機能の強化及び社会教育の充実

(3) 青少年団体活動等の充実
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

実績

上半期 下半期 通年 評価

目標 ８回 ８回 １６回

目標・目的
様々な学びや体験を通じて、子どもから高齢者まであらゆる世代の交流促進を目
指します。

事業内容
　体験学習センターの施設・設備を効果的に活用するとともに、青少年等の学び
や体験につながる自主事業を企画・実施することで多世代交流を推進します。

活動指標 事業実施回数

青少年課　育成担当

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 茅ヶ崎公園体験学習センターにおける自主事業

取組方針

【３】地域社会の健全育成機能の強化及び社会教育の充実

(1) 青少年健全育成施設の有効利用の促進
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

実績

上半期 下半期 通年 評価

目標 事業計画・実施 事業計画・実施 事業計画・実施

目標・目的
青少年の健全育成のため、余暇活動推進の一環として居場所づくりや多様な学習
の機会を提供します。

事業内容

(1)講師による体験型講座
(2)他課や企業等との連携講座
(3)You Tubeを活用した動画配信講座
(4)施設を有効利用した事業

活動指標 事業計画・実施

青少年課　青少年会館

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 青少年事業の実施

取組方針

【１】家庭における青少年育成への支援

(1)正しい知識の普及と学習機会の充実

ア　青年事業 　※【1】-(1)を選択した場合のみ
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

実績

上半期 下半期 通年 評価

目標 3校11クラス 4校19クラス 7校30クラス

目標・目的
　子どもたちが幅広い図書を知り読書の広がりとなる契機とするため、読書離れ
が始まる段階にさしかかる中学１年生を対象として行います。中学生の読書活動
に関する情報提供を行い、家庭や学校等における読書活動を推進します。

事業内容

　「第３次茅ヶ崎市子ども読書活動推進計画」に基づき、読書の喜びをすべての
子どもたちに届け、読書に親しむ環境づくりを進めるために、関連する主体が連
携して子どもの読書活動を推進します。
　講師として、中学生の読書について詳しくかつ市内の学校で読書活動指導協力
者としての経験が８年以上ある方、または同等の知識と経験があると図書館が判
断した方を派遣し、中学生の興味・関心に合わせた本を紹介する読書支援を行
い、主体的な読書姿勢を育み、図書館の利活用と読書習慣の形成を促します。派
遣希望が多い場合は、実施実績のないところを優先するなど、より多くの学校が

活動指標 事業実施校数、参加クラス数

図書館図書館担当

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 ブックトーク講師派遣事業

取組方針

【２】学校教育の充実

 (2) 児童・生徒指導の充実
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